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近年、ボイラーの高負荷化、高効率化が図られるとともに小型化、環境対策が進むな

かボイラーの安定的な運転を続けるためには、ボイラー水の管理が大変重要になってい

ます。ボイラーの事故や故障事例のなかには今でもなお水に起因しているものが多く含

まれており、安全な運転を行うためには、スケールの付着や腐食トラブルを回避するこ

とが肝要です。また、エネルギーの有効利用のためには、スケールの付着を防ぎ、高い

熱効率を維持する必要があります。さらに、最近では、一時的に休止・待機するボイ

ラー設備の腐食防止や再起動時のボイラー水の管理など、休止に伴う水管理技術も要求

されています。一方、脱酸素剤として広く使用されてきたヒドラジンが、がん等の健康

被害を生じるおそれがある物質とされたことなどから、これに代わるボイラー薬品が開

発されつつあります。

ボイラーの取扱者は、的確な水管理を実践するため基礎的な知識を理解した上で、水

質の調節・管理業務を行うことが必要ですが、熱源用に使用される小型ボイラーの増加

に伴い、取扱者が実際の水管理の運用に係わらない傾向が強くなってきています。その

ため、取扱者の水管理に関する知識、運用技術の低下が懸念されています。

本書は、主に中型、小型のボイラーを取り扱われている方々が、ボイラーを運転する

上で日常的に必要な水管理に関する事項について、最新技術の紹介とともに基礎的な項

目を学習できるよう分かりやすく編集したものです。

本書が広く活用され、日常の適切な水管理はもちろん、水管理の方式、機器、薬品な

どの選択にも役立てていただき、ボイラーの水管理の向上、関係事故、災害の防止に寄

与することを期待しています。

最後に、本書の作成に当たって執筆ならびに編集に多大なご尽力をいただいた水管理

委員会の委員の方々に深く感謝の意を表する次第であります。
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